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より良い住環境の実現

研究背景と目的

実地形を正確に再現した音響縮尺模型実験との比較検証

妥当性が問題

現場での実測は難しい
実市街地模型実験との
比較研究は見られない

交通及び環境騒音伝搬の正確な予測

近年大幅に進歩した数値解析を使用



研究方法

比較

数値解析の適用性の検討

ダイアグラム

模型製作

地形及び建物形状作製

模型実験 数値解析

測定パターン決定

数値解析模型実験



地形及び建物形状作製

対象地域：神奈川県横浜市内

縮尺：1/100スケール

地形及び建物形状鳥瞰図

地面標高：
RAMS-e Surface 
Level 3

建物輪郭：

国土地理院基盤地
図情報レベル
2500(建築物の外周
線）

建物高さ：
RAMS-e Surface 
Level 1の建物輪郭
内標高点の中央値

3.8m



模型作製方法

地形模型：
発泡樹脂の工作機械切削
表面は硬化処理

建物模型：
発泡材料の熱線加工
表面はアクリル塗装仕上げ

建物模型



音響縮尺模型実験概要

1/100スケール地形及び建物模
型

放電パルス音源

12面体スピーカ

楔形吸音材
マイクロホントラバーサ



予備実験結果

相対音圧レベルの周波数特性

振幅：R1・R2>R3・R4

R2,R3:回折減衰によ
るレベル差の増大

実験系統の妥当性を確認

詳細は梗概に記載



測定パターン概要図

垂直受音面RV1
測定点数：378
測定点間隔：水平100mm

垂直30mm
音源S1：交通騒音を想定

参照点Ref1

測定パターン（比較1）
建物越しの音響伝搬



測定パターン概要図

垂直受音面RV2
測定点数：36
測定点間隔：水平各率面4分割

垂直上から37,30,30mm

音源S2：機械騒音を想定

参照点Ref2

測定パターン（比較2）
建物立面4面への音響伝搬



測定パターン概要図

測定パターン（比較3）
密な測定による音響伝搬の可視化

垂直受音面RV3
測定点数826
測定点間隔：水平垂直20mm

水平受音面RH1
測定点数1259
測定点間隔：水平垂直20mm

音源S3：機械騒音を想定



ガウシアンパルス

中心周波数40Hzの1oct. band IIRフィルタ

数値解析（時間領域有限差分法）
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比較1及び2

比較3

実測波形

時間軸を
100倍

→模型と共通の形状データを用い、実寸で数値解析



数値解析条件

数値解析条件

音速は模型実験時の平均気温から算出



比較結果（比較1）

1オクターブバンド相対音圧レベル分布

模型実験の方が相対
音圧レベルが低い

分布の相違

分布の類似
色の相違

模型実験 数値解析



比較結果（比較1）

相対音圧レベル(模型実験) [dB]
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1オクターブバンド相対音圧レベルの比較

標準偏差σa-dの2

極化（周波数上
昇とともに）

建物の陰から相
違の増大（周波
数上昇とともに）

全測定点での
一様な相違



比較結果（比較2）

1オクターブバンド相対音圧レベルの比較

立面Bで両者の
相違：大

相対音圧レベル(模型実験) [dB]
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全測定点で両者
の相違

周囲に建物が無
い立面Dは一致







建物による回折減衰

地面及び建物の反射による干渉



まとめ

比較1
周波数の上昇→
建物の陰から相違

比較2

高周波数の特
定面で相違：大

比較3

同時刻で同様の
音響伝搬現象

数値解析の適用性
・音響伝搬の可視化：高い
・建物の陰及び高周波数：課題有り

数値解析模型実験


